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ザイマックス総研 

TOPIC REPORT  

生成 AI とロボットによる職業の代替可能性の推計 

人手不足問題の解決に向けて（第 12 回） 2026 年 5 月 28 日 

はじめに 

人手不足問題について、ザイマックス総研ではこれまで、ノンデスクワーク人材の不足が問題の核心で

あることを指摘してきた。ノンデスクワークに注目してきた理由の一つは、生成 AI の進展によりデスク

ワークの需要が減少する可能性が以前から指摘されてきた一方で、ノンデスクワーク領域の職業は自動

化が難しく、将来にわたって人間の労働需要が維持されると考えられてきたためである。 

しかし近年では、技術の進展は生成 AI というデジタル領域にとどまらず、ロボティクス分野にも波及

している。ロボット技術自体は以前から存在していたものの、近年は AI 技術との組み合わせによって適

用範囲が広がるとともに、現業系の人手不足や人件費上昇を背景に、自動化の経済性も高まりつつある。

こうした動きは、これまで自動化が困難とされてきた領域にも変化をもたらす可能性がある。 

生成 AI が仕事や雇用に与える影響については、国内外で多くの研究が蓄積されている。一方で、ロボ

ティクスの影響を同様の枠組みで捉えた分析はまだ限られている。そこで本レポートでは、生成 AI とロ

ボティクスそれぞれが、人間の仕事をどの程度代替・自動化しうるのかを検証する。 

第 1 章では、分析に用いたデータの説明と分析手法について解説する。 

第 2 章では、生成 AI（*1）およびロボットについて、現在の技術水準を前提に、対象とする 427 職業

の各タスクにおける代替可能性を推計する。生成 AI またはロボットがタスクの大部分を担いうる職業に

ついては、将来的に人間の労働需要が減少する可能性がある。 

さらに第 3 章では、各職業の有効求人倍率（＝現在の人手不足の度合い）と、生成 AI・ロボットによ

る代替可能性（＝将来的な労働需要の代替余地）を組み合わせることで、現在だけでなく将来にわたって

労働需給が逼迫しうる職業を分析する。現在人手不足が深刻な職業であっても、技術による代替が進めば

需給の緩和が期待される一方、代替が進まない場合には需給の逼迫が一層強まり、賃金水準の上昇などに

つながる可能性がある。 

現在と将来で人手不足の状況が変化しうるなか、代替可能性を定量的に把握することは、将来的に需給

が逼迫する可能性の高い職業を特定し、それに対する先行的な対応策を検討するうえで有効であると考

えられる。 

*1 本レポートでは便宜上「生成 AI」としているが、分析では LLM（大規模言語モデル）の代替可能性を算出

している。 
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 分析手法 

本分析では、大和総研の先行研究（*2）を参考に、各職業を構成するタスクごとに、生成 AI やロボッ

トによってどの程度そのタスクを代替できるか（＝人が行っている作業のうち、どの程度を技術で置き換

えられるか）を Google 社の生成 AI「Gemini 2.5 Flash」を用いて評価した。 

手順はまず、各タスクの代替可能性の評価を 3 段階で行い（以下枠内参照）、低位を 0、中位を 0.5、

高位を 1 に置き換えて数値化した。さらに、各職業における各タスクの重要度と実施率（*3）を考慮し

て重み付けを行い、タスク単位の影響度を算出した。これらを職業単位で集約し、加重平均により各職業

の「代替可能性」指標を導出した。すなわち本指標は、「その職業の業務のうち、技術で代替できる割合

の大きさ」を示すものである。 

*2 大和総研,2023「生成 AI が日本の労働市場に与える影響②」 

*3 実施率とは、その職業に就いている者のうち一般的にそのタスクを実施している人の割合を示す指標。本

分析では、労働時間のうちそのタスクを実施する時間の割合は考慮していない。 

【LLM（大規模言語モデル）による影響評価】 

E0（低位）：代替困難（非言語・現場依存・判断中心） 

E1（中位）：一部代替可能（補助・下書き・分類） 

E2（高位）：現時点の技術で代替可能（文章生成・要約・分類等で完結） 

評価基準：言語処理中心か（文章・情報処理）、LLM が直接処理できる工程の有無、人の判断がど

の程度必要か 

【ロボティクスによる影響評価】 

R0（低位）：自動化困難（非定型・柔軟対応・対人中心） 

R1（中位）：一部支援可能（搬送・補助・半自動） 

R2（高位）：現時点の技術で自動化可能（定型・反復・環境固定） 

評価基準：作業の定型性・反復性、環境の構造化（工場・倉庫など）、既存技術での実装可能性 

たとえば「商社営業」では、職業を構成する 15 のタスクのうち、「マーケティング活動の報告書作成」

は E2（生成 AI で代替可能）と評価された一方、「仕入れ先との交渉」や「債権保全措置をとる」などは

E0（代替困難）とされた。また、「在庫管理」は R2（ロボットで自動化可能）、「商品の運搬や引渡しの

手配」は R1（ロボットで一部支援可能）とされ、その他のタスクは R0（自動化困難）と評価された。こ

のように、職業全体ではなく、タスクごとの代替可能性の違いを積み上げて指標を算出している。 

データは独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）作成「職業情報データベース 簡易版数値系

ダウンロードデータ ver.6.01」を使用した。より詳細な分析手法は末尾参照。 

なお、本指標はあくまで「技術的にどこまで代替可能か」という観点から評価したものであり、実際の

導入可否や普及時期を直接示すものではない。実際の導入には、コスト、制度、安全性、職場環境などの

要因が影響する可能性がある。 
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 生成 AI およびロボットによる各職業の代替可能性 

本章では、各職業の推計結果を概観する。分析対象とした 427 職業の平均値は、生成 AI 代替可能性が

0.3452、ロボット代替可能性が 0.2582 であった。 

【図表 1】は、横軸に生成 AI 代替可能性、縦軸にロボット代替可能性をとり、各職業をプロットした

うえで、デスクワーク、デスクワーク兼ノンデスクワーク、ノンデスクワークの 3 区分に分類したもの

である。各区分の分布を比較すると、ノンデスクワークではロボット代替可能性が相対的に高い職業が多

くみられる一方、生成 AI 代替可能性は 0.5 以下の範囲に集中している。これに対し、デスクワークおよ

びデスクワーク兼ノンデスクワークでは、生成 AI 代替可能性が相対的に高く、0.2 以上の領域に広く分

布している。 

このように、生成 AI とロボットはそれぞれ異なる業務特性に対応しており、代替可能性は補完的な関

係にあることが示唆される。また、両者の代替可能性が同時に高い職業は限定的であり、現時点では情報

処理と物理作業の双方を一体的に代替できるテクノロジーは限られているといえる。 

【図表 1】＜職業別＞ロボット代替可能性と生成 AI 代替可能性の分布 
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職業単位でみると、生成 AI 代替可能性が高い職業は「データ入力」「通訳者」「国家公務員（行政事務）」

などであった【図表 2】。 

上位 20 職業の多くは定型的・反復的な業務を中心とするデスクワークであるものの、「社会学研究者」

や「IT コンサルタント」、「ファイナンシャル・プランナー」などの高度専門職でも一定の代替可能性が

示された。情報処理・分析・文書作成を含む職種は、生成 AI の影響を受けやすい傾向がみられる。 

また、従来は自動化が限定的と考えられていた対人サービス職（「旅行会社カウンター係」「栄養士」な

ど）やノンデスクワーク（「遊園地スタッフ」「船舶機関士」など）の一部にも影響が及んでおり、生成 AI

の適用範囲の広さが示唆される。 

【図表 2】生成 AI代替可能性の高い職業ランキング 

 

  

順位 職業名

生成AI代替可

能性

（参考）ロボッ

ト代替可能性

1 データ入力 0.8370 0.4713

2 通訳者 0.6351 0.0000

3 国家公務員（行政事務） 0.6013 0.1094

4 コールセンターオペレーター 0.6005 0.1115

5 社会学研究者 0.5950 0.0000

6 非鉄金属製錬技術者 0.5589 0.1817

7 遊園地スタッフ 0.5562 0.4534

8 独立系ファイナンシャル・アドバイザー（IFA） 0.5557 0.0436

9 船舶機関士 0.5547 0.3043

10 ITコンサルタント 0.5543 0.0000

11 ファイナンシャル・プランナー 0.5488 0.0000

12 プログラマー 0.5480 0.0000

13 税務事務官 0.5397 0.1604

14 旅行会社カウンター係 0.5371 0.2001

15 知的財産コーディネーター 0.5355 0.0211

16 土木設計技術者 0.5348 0.1576

17 通信販売受付事務 0.5343 0.0836

18 商品企画開発（チェーンストア） 0.5312 0.0619

19 栄養士 0.5253 0.1190

20 データエンジニア 0.5247 0.0000

出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）作成「職業情報データベース　簡易版数値系ダウンロード

データ　ver.6.01」を、職業情報提供サイト（job tag）より2026年3月13日にダウンロード

（https://shigoto.mhlw.go.jp/User/download）、ザイマックス総研にて加工して作成
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ロボット代替可能性が高い職業は「清酒製造」「タイヤ製造」「製品包装作業員」などであり、上位 20

職業の多くをノンデスクワーク、特に食品・素材・製造業などの加工・生産工程に従事する職種が占めた

【図表 3】。 

これらの職業は標準化しやすい反復的なタスクを多く含み、すでに自動化・機械化が進んでいることが

評価の理由となった。一方で、検査やオペレーター職も上位となっており、単純作業に限らず工程管理や

品質管理の一部にも自動化の波が及んでいることが示唆される。全体として、ロボットは物理的作業を伴

う領域で強く作用し、製造業における労働需要の構造を変化させる可能性がある。 

なお、上位 20 職業には入らないものの、デスクワークでも「キッティング作業員（ロボット代替可能

性 0.6928）」や「出荷・受荷事務（同 0.5632）」などはロボット代替可能性が高いことがわかった。 

【図表 3】ロボット代替可能性の高い職業ランキング 

 

  

順位 職業名

（参考）生成AI

代替可能性

ロボット代替

可能性

1 清酒製造 0.1103 0.9297

2 タイヤ製造 0.1940 0.8968

3 製品包装作業員 0.3265 0.8952

4 乳製品製造 0.1229 0.8900

5 豆腐製造、豆腐職人 0.1001 0.8802

6 水産ねり製品製造 0.0941 0.8668

7 染色工/染色設備オペレーター 0.0517 0.8554

8 かん詰・びん詰・レトルト食品製造 0.1717 0.8391

9 電子機器組立 0.2338 0.8360

10 製本オペレーター 0.1316 0.8157

11 検査工（工業製品） 0.1724 0.8075

12 紙器製造 0.2544 0.8049

13 冷凍加工食品製造 0.1601 0.7878

14 野菜つけ物製造 0.1030 0.7832

15 医薬品製造 0.1987 0.7690

16 木材製造 0.1749 0.7518

17 鋳造工/鋳造設備オペレーター 0.1745 0.7497

18 ハム・ソーセージ・ベーコン製造 0.1559 0.7204

19 検査工（食料品等） 0.1567 0.7093

20 ボイラーオペレーター 0.2988 0.7065

出所：独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）作成「職業情報データベース　簡易版数値系ダウンロード

データ　ver.6.01」を、職業情報提供サイト（job tag）より2026年3月13日にダウンロード

（https://shigoto.mhlw.go.jp/User/download）、ザイマックス総研にて加工して作成
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 有効求人倍率からみる将来の労働需要 

第 3 章では、各職業の有効求人倍率（＝現在の人手不足の度合い）と、生成 AI およびロボットによる

代替可能性（＝将来的に労働需要がどの程度変化しうるか）を組み合わせることで、現在だけでなく将来

にわたっても労働需給が逼迫しうる職業を分析した。 

【図表 4、5】は、縦軸に各職業の 2026 年 1 月時点の有効求人倍率、横軸に生成 AI およびロボット

による代替可能性をとり、職業ごとにプロットした散布図である。なお、427 職業の有効求人倍率の単

純平均は 1.99 倍（*4）であった。 

*4 2026 年 1 月の有効求人倍率（全国計）は 1.18 倍であるが、これは全国の有効求人数を有効求職者数で除

して算出された値であり、ここで示した職業別の単純平均とは異なる点に留意されたい。 

散布図からは、生成 AI・ロボットいずれの場合も、右上（有効求人倍率が高く、かつ代替可能性も高

い）に位置する職業は限定的であることが確認できる。すなわち、「現在人手不足が深刻である一方、テ

クノロジーによる代替が進みやすい」職業は、本分析では多くは見出されなかった。例外的に、「土木設

計技術者」「型枠大工」「鉄筋工」の 3 職種は代替可能性が 0.5 を超えており、テクノロジーの活用によ

る人手不足の緩和が期待される。 

一方で、左上（有効求人倍率が高く、かつ代替可能性が低い）に位置する職業も一定数存在しており、

これらは現時点および将来においても人手への依存度が高く、労働需給の逼迫が継続する可能性が高い

と考えられる。 
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【図表 4】＜職業別＞有効求人倍率（縦軸）と生成 AI代替可能性（横軸）の分布 

 

  



 

トピックレポート：生成AIとロボットによる職業の代替可能性の推計 8 

本レポート記載の内容等は作成時点のものであり、正確性、完全性を保証するものではありません。 

当社の事前の了承なく、複製、引用、転送、配布、転載等を行わないようにお願いします。 

Copyright © 2026 XYMAX RESEARCH INSTITUTE Corporation. All rights reserved. 

 

 

TOPIC REPORT｜ザイマックス総研  

【図表 5】＜職業別＞有効求人倍率（縦軸）とロボット代替可能性（横軸）の分布 
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【図表 6・7】には具体的な職業を抜粋した。有効求人倍率が高く、かつ生成 AI・ロボットのいずれに

よる代替可能性も低い職業（図表では黄色ハイライトで示す）として、警察官、海上自衛官、麻薬取締官、

消防官、陸上自衛官といった保安系職種のほか、解体工、とび、雑踏・交通誘導警備員などが挙げられる。 

これらの職業は、将来的にも技術による代替が進みづらく、労働需給の逼迫が一層強まる可能性が高

い。さらに、これらの多くは社会基盤の維持に関わるエッセンシャルワークであり、人材不足が生じた場

合の社会的影響は大きい。そのためこれらの職業においては、待遇改善などを通じた人材確保策を講じる

とともに、タスクの一部でも自動化・省人化が可能な領域を見極め、テクノロジーの活用を段階的に進め

ていくことが求められる。 

【図表 6】＜職業別＞有効求人倍率と生成 AI代替可能性の分布（抜粋） 

 生成 AI 代替可能性：低（0.3 以下） 生成 AI 代替可能性：高（0.5 以上） 

有効求人倍率：

高（6 倍以上） 

人手不足かつ生成AIでは代替余地が小

さい 

 とび 

 建設・土木作業員 

 型枠大工 

 解体工 

 鉄筋工 

 雑踏・交通誘導警備員 

 警察官（都道府県警察） 

 海上自衛官 

 麻薬取締官 

 消防官 

 陸上自衛官 

人手不足だが代替が期待できる 

 土木設計技術者 

有効求人倍率：

低（1 倍以下） 

生成AIでは代替しづらいが人手不足は

緩やか 

 自動車組立 

 建築塗装工 

 フォークリフト運転作業員 

 スクールカウンセラー 

 工場労務作業員 

 配電盤・制御盤等組立 

 ピッキング作業員 

 電子機器組立 など 

労働需要減少の可能性あり 

 データ入力 

 通訳者 

 国家公務員（行政事務） 

 コールセンターオペレーター 

 非鉄金属製錬技術者 

 船舶機関士 

 税務事務官 

 旅行会社カウンター係 など 
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【図表 7】＜職業別＞有効求人倍率とロボット代替可能性の分布（抜粋） 

 ロボット代替可能性：低（0.3 以下） ロボット代替可能性：高（0.5 以上） 

有効求人倍率：

高（6 倍以上） 

人手不足かつロボットでは代替余地が小

さい 

 麻薬取締官 

 建築施工管理技術者 

 太陽光発電の設計・施工 

 消防官 

 陸上自衛官 

 警察官（都道府県警察） 

 建築設計技術者 

 土木設計技術者 

 雑踏・交通誘導警備員 

 救急救命士 

 土木施工管理技術者 

 測量士 

 刑務官 

 道路パトロール隊員 

 解体工 

 海上自衛官 

 とび 

人手不足だが代替が期待できる 

 型枠大工 

 鉄筋工 

有効求人倍率：

低（1 倍以下） 

ロボットでは代替しづらいが人手不足は

緩やか 

 グラフィックデザイナー 

 Web デザイナー（Web 制作会

社） 

 広告デザイナー 

 企画・調査担当 

 内部監査人 

 IR 広報担当 

 イベントの企画・運営 

 人事課長 など 

労働需要減少の可能性あり 

 製品包装作業員 

 電子機器組立 

 キッティング作業員（PC セッ

トアップ作業員） 

 めっき工 

 ピッキング作業員 

 フォークリフト運転作業員 

 鉄鋼製造オペレーター 

 駐車場管理 など 
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【図表 8】は、今回の推計に基づき、生成 AI 代替可能性とロボット代替可能性の合計値が 0.4 以下（全

体分布の中で相対的に代替可能性が低い水準）の職業を抽出し、有効求人倍率が高い順に並べたランキン

グである。有効求人倍率が同値の職業は代替可能性の合計値が低い順とし、参考値として現在の年収を併

記している。これは、現時点の技術では代替が難しく、かつ人手不足の度合いが高い職業を示すものであ

り、需給逼迫を背景とした賃金上昇圧力の高さを推量するための参考材料となる。 

その結果、とびや解体工などの技能職に加え、警察官や消防官、介護職といった対人・現場対応型の職

種が上位に位置した。これらは非定型性や身体性、判断業務を多く含み、技術による代替が難しい構造に

ある点で共通している。 

もっとも、賃金への影響は職種の属する領域によって異なる。民間の技能職については、労働需給の逼

迫が直接的な待遇改善の圧力となり、人材確保につながる可能性が高い。一方で、警察・消防や介護とい

った公共性の高い職種では、賃金水準が制度や報酬体系に強く制約されるため、需給逼迫が直ちに賃金に

反映されにくい。こうした公共領域においては今後、制度の見直しなどを通じた処遇改善の取り組みが求

められるだろう。 

【図表 8】賃金上昇圧力が高まりうる職業ランキング 
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おわりに：人間とテクノロジーとの役割分担の再構築を 

本分析から得られた示唆は大きく 2 点に整理できる。 

第一に、生成 AI とロボットは、それぞれ異なる業務特性に対応しており、代替可能性は補完的な関係

にある。生成 AI は事務・分析・設計などの知的業務に、ロボットは物理的・反復的作業に強く影響して

おり、現時点では、両者の代替可能性が同時に高い職業は限定的である。ただし、将来的には両者が組み

合わさったフィジカル AI などの技術進展により、この構図が変化する可能性にも留意が必要である。 

第二に、人手不足が深刻でありながらテクノロジーによる代替可能性が高い職業は現時点ではほとん

ど確認されなかった。これは、人手不足が技術導入によって自動的に解消されるという、単純な構造には

ないことを示している。したがって、人手不足への対応は、技術導入だけに依存するのではなく、処遇改

善などの従来型の施策と組み合わせて進める必要がある。 

また、今回の分析の過程では、同一職業内でもタスクごとに代替可能性が大きく異なることが確認され

た。このことは、人手不足対策を職業単位ではなくタスク単位で再設計する必要性を示唆している。すな

わち、各タスクについて「人が担う」「テクノロジーで代替する」「他者へ分配する」といった形で再配分

を行うことで、限られた労働力をより効率的に活用できる可能性がある。スポットワークなどの新たな労

働供給の仕組みも広がりつつあるが、現時点では一部の業界にとどまり、人手不足の深刻な分野での活用

は十分とはいえない。今後は、こうした仕組みを含め、タスクの分解と再配分を前提とした働き方の再設

計が重要となるだろう。 

以上を踏まえると、本分析は「テクノロジーが仕事を奪うか否か」という単純な議論ではなく、むしろ

人手不足が進行するなかで、テクノロジーと人間の役割分担をどのように再構築するかという課題に対

する示唆を提供するものである。加えて、今後は各タスクの「他者への分配しやすさ」に着目した分析を

行い、タスク再配分による人手不足緩和の可能性についても検討する予定である。 

分析手法の詳細 

本推計は、大和総研による「生成 AI が日本の労働市場に与える影響②」（大和総研,2023）の推計手法

を参考に以下の手順で実施した。 

①タスク単位での評価：今回分析対象とした各職業についてタスク記述を抽出し、タスクごとに生成 AI

による代替可能性およびロボットによる代替可能性を Google 社の生成 AI「Gemini 2.5 Flash」により

評価した。評価はカテゴリ値で付与し、分析では低位を 0、中位を 0.5、高位を 1 に置き換えて数値化し

た。 

②タスクの重み付け：各タスクに対して、そのタスクが職業全体の中で占める比重を反映させるため、タ

スクの重要度および実施率の情報を結合した。タスク単位の影響度は、生成 AI 評価およびロボット評価

に対して、タスクの重要度と実施率を乗じることで算出した。これにより、単に代替可能な業務が存在す

るかではなく、そのタスクが職業全体においてどの程度の比重を持つかを考慮した評価を行った。 

③職業単位への集約：タスク単位で算出した影響度を職業単位で合計し、タスク全体のウェイト合計で除

することで、職業ごとの生成 AI 代替可能性およびロボット代替可能性を算出した。これらの指標は 0 か

ら 1 の範囲をとり、値が高いほど当該職業において生成 AI またはロボットが担いうるタスク比率が高い
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ことを示す。なお、本指標は「評価値 × タスクの重要度 × タスクの実施率」の加重平均として算出し

ている。 

データ出典：独立行政法人労働政策研究・研修機構（JILPT）作成「職業情報データベース 簡易版数値

系ダウンロードデータ ver.6.01」を、職業情報提供サイト（job tag）より 2026 年 3 月 13 日にダウ

ンロード（https://shigoto.mhlw.go.jp/User/download）、ザイマックス総研にて加工して作成 

使用データ：本分析では職業情報提供サイト「job tag」に公開されている職業データ（各職業に紐づく

タスク内容の記述、タスクの重要度、タスクの実施率）の情報を利用した。タスクの重要度は当該業務が

職業の中でどの程度重要であるかを示す指標であり、実施率はその職業に就いている者のうち、一般的に

そのタスクを実施している人の割合を示す指標である。 
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